で、 一本の 綱 を 渡って いた。 手に 日傘 を かざして いた。 

I 浮 雲 い 浮 雲い」 と 冷々 しながら、 伊太郎 は 娘 を 見守 つ 

た。 

「綺麗な 太夫じゃありません か」 

「それに 莫迦に 上品です ね」 

しきん 

「あれ はね、 座頭の 娘なん です よ。 ええと 紫 錦と か 云 

いました つ け」 

これ は 見物の 噂であった。 

小屋 を 出る と 伊太郎 は、 自分の 家へ 帰って来た。 い 

つも 物憂そう な 彼で はあった が この 日 は 別けて も 物憂 

そうで あ つ た。 
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±-J んちゃ く こう 

同じ 一 座の 道化 役、 巾着 頭の トン 公 は、 夜中に フィ 

と 眼 を 覚ました。 

ヒュ ー ヒュ ー、 ヒュ— ヒュ ー、 ヒュ— ヒュ— と、 口 

笛の 音が 聞こえて きた。 

「はァ てね、 こいつ ァ おかしい ぞ」 

もた 

首 を 擡げて 聞き澄ま したが、 にわかに ムック リ 起き 

まわ リ はげ 

上った。 周囲 を 見る と 女 太夫 共が、 昼の 劇しい 労働に 

つかれ な リふリ いびき 

疲労、 姿態 構わぬ 有様で、 大 鼾で 唾って いた。 

また ばし ご 

それ を 跨ぐ と トン 公 は、 楽屋 梯子 を 下へ 下りた。 



が、 月光の 中へ 現われた。 肩に 何 か 停まって いる。 長 

けもの 

い 太い 尾 を ピンと 立てた、 非常に 気味の 悪い 獣で あつ 

た。 

月光が 消え 人影が 消え、 誰か 戸外へ 出て 行った。 

おましめ わた し 

「思 召し は 有難う 存じます が …… 妾 のよう な 小屋 者 

が …… 貴郎 のよう な 御大 家 様の …… 」 

「構いませんよ。 構う もんです か …… 貴女 さえ 厭で な 

かったら …… 」 

「なんの 貴郎、 勿体ない …… 」 

し. S ん いたろう 

紫 錦と 伊太郎 は 歩いて 行 つ た。 



「鼬！」 と 顫え 声で 先ず 云った。 「口笛の 音？ ああ 

幽霊！」 

それから バッ タリ 仆れ てし まった。 

お 琴 は 気絶した ので ある。 

鼬の 姿 はいつ か 消え、 遠くで 吹く らしい 口笛の 音が、 

なお 幽 に 聞こえて いた。 
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「私 は 現在 見たん でさ あ。 噓も偽 わり も ある もので 

つ け 

すかい。 えええ え 尾行て 行きました とも。 すると どう 



でしよう あの 騒動で さ」 

楽屋へ は 朝 陽が 射し 込んで いた。 人々 は みんな 出 

払って いて、 四辺 は ひっそりと 静かであった。 女 太夫 

の 楽屋の ことで、 開 荷、 衣桁、 剌繡 した 衣裳な ど、 

紅 紫 繚乱 美しく、 色々 の 物が 取り散らされ てあつた。 

「でも 本当と は 思われな いよ。 そんな 事 をす る 人 かし 

ら？， - 

きちが い 

「恋 は 人間 を 狂人に しま さあ」 

「だ つ て 妾 あの人に 対して 何も これまで 一 度 だ つ て 

…… それに 妾 達 は 従兄 妹 同志 じ やない か」 

「従兄 妹で あろうと ハ トコで あろうと、 これに は 差別 



は ござん せんから ね。 …… 私 はこの 眼で 見たん でさ 

あ」 

「だって それが 本当なら、 あの人 それ こそ 人殺し じ や 

なレ 力」 

「だから ご 注意す るん でさ あね」 

「ただの t 鼬 じ やな いんだ からね」 

「喰い 付かれたら それつ きりで さあ」 

「恐ろしい 毒 を 持って いるんだ からね」 

「私 は 現在 見たん でさ あ。 裸 蠟燭を 片手に 持って、 

ヒュ— ッ、 ヒュ— ッと 口笛 を 吹いて、 檻から えて 物 を 

呼び出す の をね。 そいつ を 肩へ ひょいと 載つ けて、 月 



今から 数えて 十六 年 前、 酒 商 〔# ルビの 「さけしょう」 

は 底本で は 「さけし やう 匕 伊丹 屋 伊右衛門 は、 この 城下 

に 住んで いた。 

旧家で はあり 資産家で はあり、 立派な 生活 を 営んで 

そめ よう や 

いた。 ぉ染 という 一人娘が あった。 その 時 数え年 漸 

く 二 歳で、 まだ 誕生に もなら なかった が、 ひどく 可愛 

い 児 柄であった。 夫婦の 寵愛と いう もの は 眼へ 入って 

も 痛くない 程で、 あまり 二人が 子煩悩な ので、 近所の 

人が 笑う ほどであった。 

とうくろう 

ところが ここにもう 一人、 藤九郎 という 中年者が、 



ひどく ぉ染を 可愛がった。 甲 州 生れの 遊 人で I 本職 

は 大工で はあった けれど、 賭博 は 打つ 酒 は 飲む、 いわ 

ゆる 金箔つ きの 悪で あつたが、 妙に ぉ染を 可愛がった。 

もっとも それに は 理由が あるので、 ぉ染の 産れ た そ 

の 同じ 日に —— 詳細く 云えば 弘化 元年 八月 十日の こと 

であるが、 藤 九郎の 女房のお 半と いうの が、 やはり 女 

の 児 を 産んだ。 ところが それが 運悪く 産れ た 次の 日に 

コロリ と 死んだ。 それ を 悲しんで 女房のお 半 も、 すぐ 

引き続いて 死んで しまった。 さすが 悪の 藤九郎 も、 こ 

ひど 

れには 酷く 落胆して、 一 時 素行 も 修ま つ た 程で あ つ た。 

ところで この ころ 藤九郎 は、 伊丹 屋の 借家に 棲んで 



いたので、 よく 伊丹 屋へは 出入りした。 自然お 染と顔 

を 合わせる。 子 を 失った 親の 愛が、 同じ 日に 産れ た 家 

主の 子へ、 注がれる というの は 当然であろう。 
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しかるに ここに 困った ことが 出来た。 

月日が 経つ に 従って、 ぉ染の 顔が 父親へ は 似ずに、 

藤 九郎の 顔に 似る のであった。 

いいおと こ 

「藤 九郎 め、 好男子 だからな」 

「そういえば、 伊丹 屋 のお 神さん は、 莫迦に 藤 九郎め 



ここんお うらい ひと つ 

こういう 男女の 落ち行く 先 は、 古来 往来 同一 である _ 

夫婦に なれなければ 心中で ある。 

驚いた の はお 琴であった。 

こつ そ かどわか 

彼女 は窃リ 訴え出た。 「娘 を 誘拐した 同じ 一 座が、 

今度 は 息子 を 誑かそう とします。 どうぞお 取締まり 

下さいます ように」 と。 

勿論 官 では 取り上げなかった。 しかし 全然 別の 理由 

から、 立 退き を 命ずる ことにした。 

この 一座が 掛かって 以来、 にわかに 盗難が 多くな つ 

て、 風紀 上面 白くない。 だから 追い払おうと 云う ので 

あった。 



いで も 無駄と 知った 時、 紫 錦 は 舟 底へ 身 を横仆 えた。 

「どう ともなれ。 勝手にし ゃァ がれ」 

そこ は 小屋 者の 猛烈 性で、 こんな 事 を 思いながら、 

のんき 

案外 暢気に 寝そべ つていた。 

「ご 大家 様のお 坊ちゃん、 今 こそ 妾 に 夢中に なって、 

夫婦に なろう の 駆落し ようのと、 血 道 を あげてい るけ 

うち 

れど、 その 中き つと 厭になる よ。 そうしたら 捨てる に 

違いない。 捨てられたら 元々 通リ 小屋 者の 身分へ 帰ら 

なけり やならない。 いつ 迄 も 小屋 者で いるく らいなら 

死んだ 方が 増 じ やない か」 

しぶき 

雨と 泡沫で 彼女の * は、 漬けた ように 濡れて しまつ 



はすぐ 解った。 この 時代の 小屋 者の 常で、 彼等 は 反面、 

賊 でもあった。 で 盗み 蓄 めた 品物が、 小屋に 隠されて 

あつたの である。 

つまり 贓物 〔# 「贓 物」 は 底本で は 「臓物 匕 を 焼き払い、 

証拠 を 湮滅 させよう ため、 わざと 小屋へ 火 を 掛けた の 

であった。 

それと 感付く と 役人 達 は、 がぜん 態度 を 一 変 させ、 

彼等 を 捕縛え ようと 犇 めいた。 

彼等 は 男女 取リ 雑ぜて 三十 人 余りの 人数であった。 

それに 馬が 二 頭いた。 それから 白と いう 猛犬が いた。 

それから 例の 鼬が いた。 これらの ものが 一斉に、 役人 



達に 敵対した。 彼等 は 武器 を 持って いた。 商売 用の 刀 

あいくち 

や 匕首 や、 竹槍な ど を 持って いた。 

どんなに 彼等が 凶暴で も、 三十 人 こっきり であった 

なら、 捕縛え るに 苦労 はしなかった ろう。 しかるに こ 

こに 困った ことに は 味方す る 者が 現われた。 

当時 詉訪藩 は 佐幕 党と して、 勤王 派に 睨まれて いた _ 

あんせい 

で 安政 年間に は 有名な 水 戸の 天狗 党が、 詉訪の 地を蹂 

たかくら なの 

躪 した。 又文久 年間に は、 高 倉 三位と 宣る 公卿が、 贋 

勅使と して 入り込んで 来た。 勝 海 舟の 門人た る 

さがらそう ぞう ひき 

相良惣 蔵が 浪士を 率い、 下 誠訪の 地に 陣取って 乱暴し 

たの もこの 頃であった。 



がら、 荒れ 廻って いた 小屋 掛が あつたが、 伊太郎の 姿 

に 眼 を 付ける と、 

一 里. 04 ！ 」 

と 叫んで 飛び掛かって 行った。 余人なら ぬ 源 太夫で 

あった。 

「紫 錦さん は"： 紫 錦さん は"：」 

ほざ くた ぱ 

「何 を 吠く！ 死って しまえ！」 

源 太夫 は 伊太郎の 襟 上を摑 むと、 ズル ズルと 火の 中 

へ 引き込もう とした。 

と、 焰に 狂気しながら、 馬が 一 頭 走り出して 来た。 

「嬲 殺し だ！ 思い知れ！」 



伊太郎 は 馬の 背 へ 括り付けられた。 

「ャ ッ」 と 叫ぶ と 源 太夫 は 竹槍で 馬の 尻 を 突いた。 

ま つ し ぐら 

馬 は 驀地に 狂奔し、 湖水の 中へ 飛び込んだ。 

ときのこえ 

ヮッ ヮッと 云う 鬨声。 火事 は 四方へ 飛火した。 
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湖水 は 猛烈に 荒れて いた。 火事 は 益々 燃え 拡がった 

物凄く も あれば 美しく も あ つ た。 

紫 錦 は 小舟に 取り付いた まま 浪の 荒れる に 委せて い 

あたり ぼ つ 

た。 火事の 光が 水に 映り 四辺が 茫と 明るかった。 



櫛」 「お 召 物」 —— 

彼女 は 繁雑に 耐えられ なくな つ た。 

それに 一緒に 住んで 見れば、 柔弱の 伊太郎 も 鼻に 付 

いた。 

「万事 万端 栴ぇ 物の ようで、 活気と いう ものが あり や 

ァ しない」 彼女 はこん なよう に 思う のであった。 

< らし 

「お金 持と か 上流と か、 そういった 人達の 生活 方が、 

みんなが みんな こうだと すれば、 ち つ ともうら やまし 

いもので はない」 

とはいえ 以前の 生活へ 帰つ て 行きたい と は 思わな 

かった。 それ は 「泥棒の 生活」 であり 又 「動物の 生活」 
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しきん きん 

紫 錦 は 伊丹 屋へ 来て 以来、 その 名 をお 錦と 呼び 変え 

のぞみ 

られ ていた。 そのお 錦の 最近の 希望 は、 女中 も 連れず、 

ただ 一人で 浅 草 辺り を 歩いて 見たい ことで、 もし それ 

が A 曰く 行こう ものなら どんなにのう のうす るだろう I 

I こう 彼女 は 思う ので あつ た。 

で 或 日 外出した 時、 うまう ま 途中で 女中 をまい た。 

喜んだ お 錦 は その 足で 浅 草の 方へ 歩いて 行った。 浅 草 

にぎわ い 

奥山の 賑 は 今 も 昔 も 変り がな く、 見世物 小屋から は 

景気の よい 囉 子の 音が 聞こえて きた。 恐ろしい ような 



人出であった。 

観音様へ お 賽銭 を 上げ、 それからお 堂の 裏手の 方へ 

宛 もな く 彼女 は 歩いて 行った。 

しきん 

「オイ 紫 錦さん、 紫 錦さん じ やない か！」 

うしろ 

誰 やら 背後から 呼ぶ 者が あるので 彼女 は 驚いて 振り 

返った。 

「おや、 お前、 トン 公 じ やない か？」 

「ナ— ンだ、 やっぱり 紫 錦さん か」 

昔のお 仲間、 道化の トン 公、 三尺 足らずの 福助 頭 I 

I それが 笑いながら 立って いた。 

「たしかに そうだと は 思った が、 何しろ 様子が 変って 



「それじゃ いつでも 逢える のね」 

あんま ちが 

「だが 余 り 逢わね えが い い、 今 じ や 身分が 異 うんだ 

からな」 

「莫迦 をお 云いな。 逢いに 行く わよ」 

「それに 親方 も 源 公 もい ずれ 江戸の 地に はいるん だか 

のんき 

らな、 あんまり 暢気に 出歩いて いて 目 付けられ ると 

五月 i ぜ。 何しろ 源 公と きた ひに ゃァ、 未だにお 前に 

夢中なん だからな」 

「源 公なん かに や 驚かない よ」 お 錦 はむしろ 冷笑した。 

「それ こそ 一 睨みで 縮ませて 見せる よ」 

「そり や ぁマァ そうに 異ぇ ねえが …… 」 



トン 公 はや はり 心配そう であ つ た。 
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わき 

二三 日経った 或 日の こと、 浅 草 観音の 堂の 側に、 目 

新しい 芸人が 現われた。 筵 を 敷いた その上で 大きな 鼬 

を 躍らせる ので あつたが、 それが いかにも 上手な ので、 

参詣の 人の 注意 を ひいた。 

芸人の 年輩 は 不明で あつたが、 四十 歳から 六十 歳 迄 

の 間で、 左の 耳の 根元の 辺りに 瘤の あるの が 特色で 

あった、 陽に やけた 皮膚 筋張った 手足、 一癖 あり 気の 



鋭い 眼つ き、 気味の 悪い 男であった。 

「さあさあ 太夫さん 踊つ たり 踊 つたり」 

手に 持って いた 竹の 鞭で、 窃と 鼬に 障 わりながら、 

鯖の ある 美音で 唄い 出した。 

A 甲 州 出る とき ァ 涙が 出た が 

今 じ や 甲 州の 風 も 厭 

春陽が 明々 と 地 を 照らし その 地上で は 鳩の 群が 餌 を 

あさりながら 啼 いていた。 吉野 桜が 散って きた。 堂の 

うしろ いちょう のき 

横手 芸人の 背後に 巨大な 公孫 樹が立 つ ていたが、 まだ 

新芽 は 出て いなかった。 鼬の 大きさ は 四 尺 もあろう か、 

それが 後足で 立ち上り、 前足 を ブラ ブラ 宙に 泳がせ、 



「うん」 と 云う と 若者 は、 その 殺気立った 燃える よう 

な 眼で、 人 混の 中へ 消え去ろう とする 娘の 姿 を 見送つ 

ちげ あ ま 

たが、 「異 いねえ よ、 あの 阿 魔 だよ」 

「だが 様子が 変わり 過ぎるな」 

r ナ— 二 彼奴 だ、 彼奴に 相違ね え」 

「そうさ、 俺 もそう 田 心う」 

「畜生、 顔 を 反け やが つた」 

「オイ 源 公、 後 をつ けて 見な」 

「云う にや 及ぶ だ。 見遁 せる もの か」 

で、 源 公 は 人波 を 分け、 娘の 後 を 追って 行った。 

「さあさあ 太夫さん 一 踊り、 ご苦労ながら 一 踊り …… 



おとこだて かまな し 

A 男 達なら この 釜 無の 流れ 来る 水 止めて 見ろ …… ョィ 

サ ッサ、 ョィサ ッサ」 

大道芸人が 唄い 出し、 鼬が 立って おどり だした。 

「おお トン 公 か、 よく 来て くれた」 

「爺つ あん」 は 嬉しそう にこう 云う と、 夜具の 襟から 

やつ 

顔 を 出した。 「爺つ あん」 は 酷く 窶れて いた。 ほ とん 

ど 死に かか つてい るので あった。 

きん リ うざん かわら まち 

ここ は 金 龍 山 瓦 町 〔# ルビの 「きんりう ざんか わら ま 

すま い 

ち」 は ママ〕 の 「爺つ あん」 の 住居の 寝間であった。 

「どう だね 「爺つ あん」 ？ 少し はいい かね？」 



「ふうん、 伊丹 屋の？ ふうん、 伊丹 屋 のな 9 あ 

あ、 夢にも 知らなかった」 

は むら 

葉 村 一座と 呼ばれる 所の 浅 草 奥山の 玉 乗の 元締、 そ 

れ をして いる 「爺つ あん」 は、 どうした もの かこう 云 

うと 涙 を ポロ ポロ 零した が、 そのまま 夜具へ 顔 を 埋め 

た。 

驚いた の は トン 公であった。 ポ カンと 「爺つ あん」 

を 眺め やった。 



チョン チョン チヨ ンと 拍子木の 音が どこから ともな 

く 聞こえて きた。 

「おや、 どうしたんだろう？ あの 拍子木の 音 は？」 

お 錦 は 眩いて 耳を澄ました。 

「トン 公の 拍子木に 相違ない よ」 

そこで 彼女 は 部屋 を 抜け出し 裏庭の 方へ 行って 見た _ 

木戸の 向う に 人影が 見えた。 下駄 を 突つ かける と 飛石 

そつ そっち ともしび 

伝いに 窃と 其方へ 小 走って 行った。 燈 火の 射さない 暗 

い 露 路に小 供が 一人 立って いたが、 しかし それ は 小 供 

ではなく 思った 通り トン 公であった。 

「トン 公 じ やない か、 どうした のさ？」 



すると トン 公 は 近寄って 来、 

「よく 拍子木が 解った な」 

「お前の 打 手 を 忘れる もの かよ」 

「実は 急に 逢いた くって な、 それで 呼び出し をした や 

つ さ」 

「用で も あるの？ お話しお しょ」 

しきん 

「ねえ 紫 錦さん、 俺ら と 一緒に、 ちょっと そこ 迄 行つ 

て くれない か」 四辺 を 憚って トン 公 は 云った。 

「行っても いいが ね、 どこへ 行く の？」 

きんりう ざんか わら まち 

「金 龍 山 瓦 町 〔# ルビの 「きんりう ざんか わら まち」 は マ 

マ〕 へ よ」 



「それじゃ 今日の 帰路に だな」 

むしろ 

「お前と 別れて ブラ ブラ 来る とね、 莛 の 上で 親方が さ、 

えて 物 を 踊らせて いた じ やない か」 

「ふうん そい つ ァ しま つ たな あ」 

「早速 源 公が 後 をつ けて 来たよ」 

「え、 そいつ ァ なおい けね え や」 

「ナ— 二 途中で 卷 いっち やった 〔# 「巻い つち やった」 

は ママ U よ」 

「そいつ ァ よかった。 大出来だった」 

話しながら 歩いて 行った。 

こうして 上野の 山 下へ 来た。 と 五六 人の 人影が 家の 



「またに しろ！ 逃げたり 逃げたり！」 

I 源 太夫の 群 はお 錦 を 投げ出し どこと も 知れず 逃 

げて しま つ た。 

o 

「娘 御、 お 怪我はなかった かな」 

「あぶない ところ をお 助け 下され、 まことに 有難う 存 

じます。 ハイ 幸い、 どこも 怪我 は …… 」 

「おおさよ うか、 それ はよ かった。 …… や、 ここに 仆 

れ ている の は？」 



こう 云いながら 若侍 は トン 公の 方へ 寄って 行った。 

.f - 」 こ 1 ノリ ぁヽ 

「妾 の 知己で ございます。 もしゃ 死んだ ので は ござ 

いますまい か？」 

お 錦 は 不安に 耐えない ように、 トン 公の 上へ 身 を か 

がめ た。 

若侍 は 脈 を 見た が、 「大丈夫で ござる。 活き ており 

ます。 どうやら 気絶 をしたら しい」 

間もなく トン 公 は 正気に な つ た。 

「済まね え 済まね え、 眠つ ちゃった。 ナ— 二もう 大丈 

夫 だ。 だが 畜生 頭が 痛え」 

負け惜しみの 強い トン 公 は、 気絶した と は 云わな 



「これ をお 前に 遣る ことにする。 大事に しまって おく 

がいい。 そうして 俺が 死んだ 後で、 窃 りひら いて 見 

しあわせ 

るが いい。 お前 を 幸福に しょう からな」 

ここでち よ つと 憂鬱に なった が、 

「そうだ、 そうして この 箱 を ひらく と、 お前の 本当の 

素性 も わかる。 もっとも そいつ はかえ つてお 前 を 

-ゃ しあ 9 せ 

不幸に する かもしれ ねえが な。 …… だが それ も 仕方 

がね え」 

「爺つ あん」 はしば らく 黙り込んだ。 

それから ソロ ソロと 手 を 延ばす と、 指先 を 畳 目へ 差 

あ-. こ）' 

し 込んだ。 それから じっと 聞き 耳を澄まし 四辺の 様子 



「失礼ながら、 ご令嬢 かな？」 

「ハイ、 娘で ございます」 

「さようで ござる か、 それ は それ は」 

" よ レ Iro ま，^ y ま ^9 

こうは 云 つ たが 愈々 益々、 疑わざる を 得な か つ た。 

「それほどの 大家の 令嬢が、 こんな 深夜に 江戸の 町 を、 

あんな 片輪 者 を 一 人 だけ 連れて、 浅 草 あたりの あんな 

家 を、 どうして 訪ねた ものだろう？ いやいや これ は 

食わせ 物 だ。 色 を 売る 女であろう もしれ ぬ」 

しかし 間もなく その 疑いが 杞憂であった ことが 証拠 

立てられた。 

「あの、 ここが 妾 の 家で」 



行く 美しい お 錦の 姿が 見えた。 
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「爺つ あん」 はすつ かり 疲労て しまった。 

ひどく 感動 をした 後の、 何とも 云われない 疲労で 

あった。 

ねむ リ 

で、 布団 を 胸へ かけ、 静かに 睡 へ 入ろうと した。 す 

やと いば あ 

ると 襖が ひっそりと あいて、 雇 婆さんが 顔 を 出した。 

「もし、 親方、 お客様で すよ」 

「誰 だか 知らね えが 断って おくれ」 



「知っていなくて さ。 大 知り だ」 

「どこに 居るな？ 云って みるがいい」 

「じ や、 よこせ、 杉の 手箱 を！」 

隙さず 文 は 手 を 出した。 
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「その 手箱なら 手許 にないよ」 素気なく 「爺つ あん」 

は 云い 放った。 

「噓を 云いね え、 ほんと にす る もの か」 文 は 憎さげ に 

笑った が、 「では どうで も 厭な の だな。 ふん、 厭なら 止 



り、 「どうもい けね え、 まだ 痛え や。 …… だが ね 「爺つ 

あん」 実の 所 はね、 紫 錦さん は 浮 雲えん だよ」 

「え、 どうして だい？ どうして 浮 雲え な？」 

「源 公の 野郎 ャケ になって、 江戸 中 探して いるら しい 

んだ。 それで 今夜 もぶ つかった つて 訳さ。 この 頭の 傷 

みやげ 

だって、 つまり 何 だ、 その 時の 土産 さ。 …… あれいけ 

ねえ、 まだ 痛え や！」 怨めし そうな 顔 をした。 
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A よし 足 引の 山め ぐり、 四季の ながめ も 面白 や、 



間もなく 部屋へ 現われた の は、 盛装 をした お 錦で 

あった。 

「お 錦 殿 か、 よく 見えられ たな」 義哉は 愛想よ く 声 を 

掛けた。 

「昨夜 はお 助け 下されまして、 お蔭 を もちまして 危難 

を遁 がれ、 何とお 礼 を 申して よい やら」 

お 錦 は 手 をつ いて 辞儀 をした が、 「お礼に あがり ま 

して， 一 j ざり ます」 

其処へ 小間使いが 現われて、 頂戴物の 披露 をした。 

「それ は それ は ご 丁寧に。 そんな 心配に は 及ばな か つ 

たもの を」 義哉 はかえ つて 気の毒そう にした。 
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やがて 夕暮が やって来た。 お 暇 をし なければ ならな 

かった。 充分の 未練 を 後へ 残し、 お 錦 は 駕籠で 帰って 

行った。 

「よこしまの 美であろう とも、 美人 は やっぱり 好まし 

いもの だ」 

よしや 

義哉 はこん な こと を 想いながら、 部屋に 残って いる 

脂粉の 香に、 うっとりと 心 を ときめかした。 

思い出して 三味線 を 取り上げ ると、 さっきの 続き を 

弾き出した。 



たま づさ 

A 雁が とどけし 玉章 は、 小 萩の たもと かるやか 

に、 へんじ 紫苑も 朝顔の、 おくれさ きなる うら 

み わび …… 

ちょうど ここまで 引いて 来た 時、 どうした もの か 一 

の絃 が、 鈍い 音を立てて ブッ ッリと 切れた。 

「これ はお かしい」 と 云いながら 三味線の 棹 を 膝への 

せ、 義哉は 小首 を かたむけた。 

「一 の絃の 切れる の は、 芽出度い ことにな つてい るが、 

どうもそうと は 思われない」 彼 は 何となく 不安に なつ 

た。 「変った ことで もなければ よいが」 

帰って 行った お 錦の ことが、 妙に 気になって ならな 



これ は 非常に 有効であった。 ヮ ー ッと 叫ぶ と 破落戸 

ども は、 手負い 〔# 「手負い」 は 底本で は 「手 負 ひ 匕 の 仲 

間 を 捨てた まま、 パラパラと 四方へ 逃げ 散った。 

その 隙に 義哉は 走り出した。 

朧 ろの 春の 月影に、 丘の 方 を 透かして 見る と、 お 錦 

を かどわかした 一 団は、 今や 丘 を 上りき り、 向う側へ 

下りようと していた。 

で、 血 刀 を さげた まま 彼 は その後 を 追つ かけた。 し 

かし 頂上まで 来た 時には、 彼等の 一 団は丘 を 下り、 

ともえち よう 

巴 町 の 方へ 走って いた。 

そこで 彼 も 丘 を 下り、 彼らの 後 を 追つ かけて 行った _ 



曲がって 見て 彼 は アツと 云った。 露路は 浅い 袋路な 

のに、 彼らの 姿が どこに も 見えない。 

彼 は 棒立ちに 突立った。 それから 仔細に 辺り を 見た。 
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左と 右 は 板壁で、 出入口ら しい もの は 一 つもな く。 

〔# 「。」 は ママ〕 ただ 正面に 古びた 家が、 戸口 を 向けて 

立って いた。 

「ああ、 あの 家へ 入り込ん だな」 

こう 思った 彼 は 走り 寄る と、 躊躇な く 表 戸へ 手を掛 



けた。 すると 意外に もス ルリと 開いた。 内へ 入って 見 

廻す と、 空 家と 見えて 人影 もな く、 家具 類 さえ 〔# 「さ 

え」 は 底本で は 「さへ 匕 見あたらない。 

裏に も 一 つの 出入口が あって、 その 戸が なかば 開い 

ていた。 

「うん、 あそこから 抜け出し たの だな」 

で、 彼 は その 口から、 急いで 外へ 出ようと した。 す 

かんぬ き 

ると、 その 戸が にわかに 閉じ、 閂 を 下す 音が した。 

「しまった！」 と 叫ぶ と 身 を 翻え し、 入って 来た 口 か 

ら 出ようと した。 すると その 戸 も 外から 閉ざされ、 閂 

のか かる 音が した。 



裏 戸へ 体 をぶ つ つけた 〔# 「ぶつつ けた」 は 底本で は 「ぶ 

つ つけた」〕。 

途端に 人声が 聞こえて きた。 

「こっちで ござる。 お入りな され」 

ギヨ ッ として 四辺 を 見廻す と、 一筋の 火光が 天井 か 

ら、 斜に足 許へ 射して いた。 二階から 来た 燈火 である。 

ぼんやりと 梯子段 も 見えて いる。 その 梯子段の 行き 詰 

まりに、 がんじょうな 戸が 立てて あり、 それが 細目に 

力す 力 

あけられた 隙から 火光が 幽 に 洩れて いた。 

「それで は 空 家ではなかった のか」 こう 思う と 彼 は 心 

強くな つた。 それと 同時に 案内 も 乞わず、 他人の 家へ 



たもので ござる」 義哉は 正直に 打ち明けた。 

「実は 空 家と 存じ ましてな」 

「左様、 ここ は 空 家で ござる。 …… 幽霊屋敷で 通って 

けずね 

いる。 外 桜 田の 毛脛 屋敷で ござる」 

これ を 聞く と 小 堀義哉 〔# 「義 哉」 は 底本で は 「直 哉 匕 

は、 「ああそう か」 と 思わず 云った。 天井から 毛脛が 下 

が つ て 来て 悪戯 を するとい う 所から、 外 桜 田 〔# 「外 桜 

田」 は 底本で は 「下 桜 田 匕 の 毛脛 〔# 「毛脛」 は 底本で は 

「下 脛 匕 屋敷と 呼ばれ、 いつまで 経っても 住 手の ない 

家が、 一軒 あると いう 噂 は、 既に 以前に 聞いて いた。 

「は ああ それで は浪士 どもが、 集会の 用に 立てよう ため、 
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主君 も 主君 将軍家の 城 を、 焼 打ちに しょうと いうの 

のぼせ 

であるから、 これが 普通の 幕臣なら、 カツと 逆上る に 

違いない。 

勿論 義哉も カツと なった。 しかし 義哉は 芸人で あつ 

て、 忍耐 性に 富んで いた。 それで、 別に 顔色 を かえず、 

冷やかに 相手 を 見返した。 

「小 堀 氏、 何と 思われるな？」 

琵琶 師風 の 浪士は 嘲笑う ように 「さぞ 憤慨 に 堪えら 

れ ますまい な」 



りょうな？」 

「さようで ござる、 普通に はな」 義哉 は敢て 興奮 もせ 

ず 「しかし それより 実の 所 は、 勤王、 左 幕の 衝突の 結 

果、 世間が いつ 迄 もお ちつかず、 その為 芸道の 廃れ を 

見る のが、 拙者に とって は 残念で ござる よ」 

r ナニ、 芸道と な？ 何の 芸道？」 

ときわ づ 

「清 元、 常 磐津、 長唄、 新 内、 その他 一般の 三味線 学 

で ござる。 日本 古来よりの 芸道で ござる」 

これ を 聞く と 浪士達 は、 一 度に ドッと 笑い出した。 

それから 口々 に 罵った。 

「アツ ハ ハハ、 沙汰の 限り だ。 こういう 武士が あれば 



こそ、 徳 川の 天下 は 亡びる の だ」 

「両刀 をた ば さむ 武士た る ものが、 遊芸 音曲に 味方す 

ると は、 さてさて 武士道 もす たれた もので ござるな」 

「諸君、 そういつ たもので もない」 こう 静かに 止めた 

の は、 例の 琵琶 師 風の 浪士 であった。 どうやら 一座の 

頭目ら しい。 グイと 義 哉の 方へ 膝 を 進めた が、 

「 い や 仰せ) J もっともで ござる。 武道 であれ 遊芸 で あ 

れ、 人の 世に 必要が あれば こそ、 産れ もし 繁栄 も 致す 

ので、 この 世に 用の ない ものなら、 産れ もせねば 繁昌 

もしまい。 せっかく 栄えた 遊芸 道が、 衰退に 向う とい 

うこと は、 それ を 愛する 人々 にと り、 遺感 であるに 咱 



了え とう，、， J ざる」 

「はは あ」 と 云う と 例の 浪士 は、 仲間の 者と 眼 を 見合 

わせた が、 やがて 頤で 合図 をした。 瞽女に 扮 した 浪士 

の 一人が、 そこで 三味線 を 押し やった。 

艷に 床しい 三味線の 音色が、 毛脛 屋敷から 洩れた の 

は、 それから 間もなくの ことであった。 
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よしや 

ちょうど 同じ 夜の ことで あつたが、 芝 三 田の 義 哉の 

家で は、 奇怪な 事件が 行なわれた。 主人 義 哉が 出かけ 



れを 開ける と義 哉の 居間で、 主人が いない にも拘らず 

燈 火が ポッと 射して いた。 

香具師 風の 若者 は、 膝で 歩いて 障子へ 寄り、 内の 様 

子 をう かがった が、 誰も いないと 確かめる と 躊躇せ ず 

障子 を 引き あけた。 それから ス ックリ 立ち上る と 袋 戸 

棚の 前へ 行き、 手早く 箱 を 取り出した。 

その 時人の 気 ir がした。 

あわてた 彼 は 盗んだ 箱 を 手早く 懐中へ 捻じ 込んだ が、 

もう 足音 を 忍ぼうと もせず、 縁から 庭へ 飛び下りた。 

ざわざわと 茂みの 揺れる 音、 つづいて 口笛の 音が し 

たが、 後 は 寂然と しずかに なった。 引き 違いに 居間へ 



なかった。 

と 云う の は 金に も 器 類に も、 紛失した ものが ないか 

ら であ つ た。 
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ちょうど 同じ 夜の 出来事で ある。 

岡 山 頭巾で 顔 を 包んだ、 小兵の 武士が 供 もつれず、 

江戸の 街 を 歩いて いた。 

すると、 その後 を 従け るよう にして、 十 人ば かりの 

屈強の 武士が、 足音 を 盗んで 近寄って 来た。 



か つ あわの かみやす よし 

覆面の 武士 は 幕府の 重鎮 勝 安房 守 安芳で、 十 人の 武 

士は剌 客な のであった。 

ほ ん> 一く ちょ う 

今日の 東京の 地図から 云えば、 日本 橋 区 本 石 町 を 

西の方へ 向かって 歩いて いた。 室町 を 経て 日本 橋へ 出、 

京 橋 を 通って 銀座へ 出、 尾 張 町の 辻 を 真直ぐ に 進み、 

芝 口の 辻まで やって来た。 

この間 二三 度 剌客達 は、 討ち果そう として 走り か 

かった が、 安房 守の 威厳に 搏 たれた もの か、 いつも 途 

中で 引き返して しまった。 

だが 一 体 何のた めに 勝 安房 守 を 殺そうと する の だろ 

う？ そうして 一 体 刺客 達 は、 どういう 身分の 者な の 



慶喜は 回 陽 丸に 乗じ、 海路 江戸へ 遁竄 した。 

ここでい よいよ 朝廷に 於て は、 慶喜 討伐の 大軍を 起 

ぁリ すが わの みやた る ひと 

され、 江戸に 向けて 発する ことにした。 有 栖川宮 熾 仁 

せいとう だいそう とく さいごうた かも リ 

親王 を征 東大 総督に 仰ぎ まつり、 西郷 隆盛 参謀、 薩長 

うんか とうかい とうざん 

以下 二十 一藩、 雲霞の 如き 大軍は 東海 東 山、 北陸から、 

堂々 として 進出した。 そうして 三月 十五 日 を 以て、 江 

戸 総攻撃と 決定され た。 

江戸 は ほとんど 湧き 返った。 旗本 八 万騎は 奮起した。 

薩 摩と 雌雄 を 決しよう とした。 しかし 聡明な 徳川慶 喜 

は、 惰弱に 慣れた 旗本 を 以て、 標悍な 薩長 一 一藩 〔# 「薩 

長 二 藩」 は 底本で は 「薩摩 二 藩 匕 の 兵と、 干戈 を 交える 



一 世 を 空う する 英雄で あつたが、 慶 喜に 一 切 を 任せ 

られ るに 及び、 大久保 一 翁、 山岡鐡 舟な どと、 東奔西 

走 心胆 を 砕き、 一 方 旗本の 暴挙 を訓 め、 他方 官軍の 江 

戸 攻撃 を 食い止めようと 努力した。 

幕臣の 中 過激な 者 は、 その 安房 守の 遣 リロ を、 手ぬ 

るいと 攻撃す るば かりで なく、 徳川を 売って 官軍に 従 

く 獅子身中の虫 だと 云って、 暗殺しょう とさえ 企てた _ 

それ を 避けなければ ならな か つ た。 

日々 幕 兵 は 脱走した。 それ を 引き止めなければ なら 

なかった。 

で、 この 夜 もた だ 一人 府 内の 動静 を 探ろうと して、 



こうして 歩いて いるので あった。 



芝 口の 辻 を 北へ 曲が り 安房 守は悠 々と 歩いて 行った。 

しも さくら だ 

下 桜 田 〔# 「下 桜 田」 は ママ U まで 来た 時であった。 ふ 

と 彼 は 足 を 止めた。 その 機会 を 狙った のであろう、 剌 

客の 一 人が 群 を 離れ、 颯と 安房 守の 背後に 迫った。 

と、 突然 安房 守が 云った。 

「うむ、 日本 は 大丈夫 だ！ この 騒乱の 巷の 中で、 三 

やまうば 

味 線 を 弾いて いる 者が ある。 うむ、 曲 は 『山姥』 だな。 



して、 しっかり 握って いる 右の 手 を 柄から 放そうと は 

しなかった。 

「斬らなければ ならない！ たたつ 斬らなければ なら 

かつ あわの かみ かつ あわの かみ 

ない！ 一 一 股 武士、 勝 安房 守 〔# 「勝 安房 守」 は 底本で は 

かつ あはの かみ 

「勝 安房 安」 ^ ！ だ が 不思 議 だな、 斬る ことが 出来な い 」 

刺客の 心 は 乱れて いた。 

と、 唄 声が はっきり 聞こえた。 

たま づさ たもと 

A 雁が とどけし 玉章 は、 小 萩の 抉 かるやかに、 

返辞し おん も 朝顔の、 おくれさ きなる うらみ わ 

び …… 

安房 守 は 立って いた。 同じ 姿勢で 立って いた。 それ 



からまた も 喋 舌り 出した。 

「女で はない、 男 だな。 しかも 一流の 太夫ら しい。 一 

流と なれば 大した もの だ。 政治で あれ 剣道で あれ、 遊 

芸 であれ 官教 であれ、 一 流と なれば 大した もの だ。 

もっとも 中には 馬鹿な 奴 も ある。 剣 技 精妙 第一流と、 

多くの 人に 立てられながら、 物の 道理に 一 向昏く 無闇 

やすよし 

と 人ば かり 殺したがる。 この 安芳 を さえ 殺そうと する _ 

馬鹿な 奴 だ。 大 馬鹿者 だ。 今 この 安芳 を 暗殺したら、 

慶喜 公の 御身 はどうな ると 思う。 徳 川の 家 はどうなる 

と 思う。 俺 は 官軍の 者 どもに、 お 命乞い をして いるの 

だ。 慶喜 公のお 命乞い を。 …… 俺の 命な ど はどうな つ 



て もよ い。 俺 はいつ もこう 思って いる。 北条義 時に 

笑われまい とな。 実に 義時は 偉い 奴 だ。 天下 泰平の そ 

のために は、 甘んじて 賊臣の 汚名 を 受け、 しかも 

ふぎょう てんち 

俯仰 天地 〔# 「俯仰 天地」 は 底本で は 「俯 抑 天地 匕 に 恥じ 

ず、 どうどうと 所信 を 貫いた。 …… 俺は義 時に 則ろ 

うと 思う。 日本 安全の そのために は、 小の 虫を殺し 大 

ぞくし 

の 虫 を 助け、 敢て 賊子に 堕ちようと 思う。 …… どだい 

薩長と 戦って、 勝てる と 思う のが 間違いだ。 いかんと 

もしが たいは 大勢 だ。 社会の 新興 勢力 は、 どんな こと 

をしても 抑制 出来ぬ。 王政 維新 は 大勢 だ。 幕府から 人 

心 は 離れて いる。 それ はもう 旧 勢力 だ。 利益の なく 



官民 一 致、 天皇 帰 一、 八紘 一 宇、 新時代が 生れる の だ」 

2 

安房 守 〔# ルビの 「あわの かみ」 は 底本で は 「あはの か 

み 匕 はじつ と 耳を澄ました。 

空 では 星が まばた いていた。 ふと 小銃の 音が したが、 

しかした つた 一 発 だけであった。 

.5 よちと 

清 元の 唄 はなお 聞え た。 

「ああい いな あ。 名人の 至き だ」 安房 守 は 嘆息した。 

それから 大声で やり 出した。 「俺 はもと からの 江戸つ 



子 だ。 俺の 好きな の は 平民 だ。 勝麟 太郎、 これでい い 

の だ。 つめて 云う と勝麟 だ。 従 五位 も 無用なら 安房 守 

も 無用 だ。 勝麟々 々これでい いの だ。 だが そう 云って 

はいられない。 勝麟 では 済まされない。 世間の 奴ら が 

酔って いて、 俺 一人 醒めて いるから よ。 そこで 救世と 

出かけた の だ。 厭な 役 廻り だがし かたがない。 扶桑 第 

せんだら セントに ちれん 

一 の 智者と 称し、 安房の 国の 旋陀羅 の 子、 聖日 蓮 〔# 

「日蓮」 は 底本で は 「日 連 匕 は 迫害 を 覚悟で、 世の 荒波へ 

飛び出して、 済民の 法 を 説いた ではない か。 現代 第一 

の 智者と 云えば、 この 俺の 他に はない。 つまり 俺 は 日 

蓮な の だ。 つまり 俺 は 祖師な の だ。 その 祖師 様 を 殺 そ 



は 解らない だろう。 だが この 俺 を 殺す ことの、 理不尽 

だとい う 事 は 解ったら しいな」 

「はい、 さように ございます」 伊庭 八郎は 一 礼した。 

「見損ないまして) J ざいます」 

「世の中 は 近々 平和になる よ。 だが 今後と も 小 せりあ 

いはあろう。 幕臣た る 者 は 油断して はならない。 八郎、 

くのう ざん かんれい けん やく 

お前、 久能 山へ 行け！ 函嶺の 険を扼 して くれ！」 

「それ は、 何故で ございますな？」 

「二三 日中に 西郷と 逢う。 そうして 俺 は 談判す る。 俺 

の 言葉 を 入れれば よし、 もし 不幸に して 入れなかった 

ら、 幕府の 軍艦 を 一 手に 集め、 東海道の 薩長 軍 を、 海 



黄色 い 光が チラ チラと だ だつ 広い 部屋 を 照ら してい 

る。 

幽 ではあった が 三味線の 音が、 天井の 方から 聞え 

てきた。 

十四 五 人の 人間が いる。 

そうして 気絶した 美しい 紫 錦が、 床の 上に 仆れ てい 

た。 

2 

2 

「ふん、 こうな りゃァ こっちの 物 さ。 …… 三 ピンめ、 



「お前 は 承知 させて、 それからに しょうって 云 うんだ 

ろう？ だめ だよ だめ だよ そんな こと は …… 」 

「俺に は 出来ね え、 殺生な 真似 はな」 

しくじる 

「じゃあお 前 は 縮 尻ぜ」 

源 太夫 は 返辞 をし なかった。 

「叩かれる と 犬 は 従いて 来る。 撫 すると 犬 は 喰らいつ 

く。 …… 」 

源 太夫 は 考え込ん だが、 突然 飛び 上り 喚声 を あげた 

「お前の 云う こと は噓じ やねえ！」 

3 

2 



なかった。 そうして 殺し 手が 白 を 提げ、 彼の 背後に 

立って いた。 

時はズ ンズ ン 経って 行った。 

もう 直ぐ 曲 は 終わる ので ある。 

A 露に も ぬれてし つぼり と、 伏 猪の 床の 菊が さ 

ね …… 

彼 は悠々 と 唄い つづけた。 

異風 変 相の 浪士 達に も、 名人の 至芸 は 解る と 見えて、 

首 を 垂れて 聞き惚れ ていた。 

独 楽師に 扮 した 一 人の 浪士は 「旨い！」 と 思わず 眩 

やつ 

いた、 罟合 抜に 悄 したもう 一 人の 浪士 は、 「ゥ ー ン」 と 



その 結果お 錦と 小堀義 哉と は、 命 を 助かる ことが 出 

来た。 

香具師の 親方 「釜 無しの 文」 だけ は、 ちょうど そこ 

に 居なかった ので、 これ も 命 を 助かった。 
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こぼ リ よしや 

その 夜の 明け方 小 堀義哉 は、 自分の 屋敷へ 帰って来 

た。 そこで 盗難の 話 を 聞いた。 これと いう 物 も 盗まれ 

きん 

なかった が、 お 錦から 預かった 不思議な 手箱 を、 一 つ 

だけ 盗まれた という こと を、 小間使のお 花から 耳に し 



味が 何だか 解ら ねえから な、 そいつ もちよつ と 手控え 

だ。 ：：： ところで 鍵はなかった のかい？」 

5 
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「ええ、 それが なかつ たんです よ」 

「探したら どこかに あるだろう。 帰って 窃リ 探して 

見な」 

「そうね え、 それじゃ 探して みょう」 

永い 春の 日の 暮れ かかった 頃、 お 花 は 屋敷へ 帰って 

行った。 



の 蕾 を 破ろうと していた。 

すると、 その 時 縁側の 方から、 微な 衣擦れの 音が し 

た。 

きまず 

「お 花 か n:」 と 義哉は 気不味 そうに 云った。 

「はい、 お呼び かと 存じまして」 

「呼び はしない。 向う へ 行って おいで」 

お 花の 立 去る 気勢が した。 

鍵を義 哉へ 預けた まま、 お 錦 も 間もなく 帰って 行つ 

た。 

その 翌日の 夕方であった。 

神 田 小川 町の 友 蔵の 家へ、 お 花 はとつ かわと 入って 



行った。 

「兄さん これな のよ 〔# 「兄さん これな のよ」 は 底本で は 

「兄さんれ これな のよ 匕、 手箱の 鍵 は」 こう 云って お 花 は 

鍵 を 出した。 

お 錦が 義 哉へ 預けて 行った、 例の 手箱の 鍵であった。 

ちょっとの 隙 を 窺って、 それ をお 花が 盗み出し たので 

ある。 

「どれ」 と 云う と 友 蔵 はお 花の 手から 鍵 を 取った。 そ 

れ から 立ち上って 隣 部屋へ 行き、 地袋から 手箱 を 取り 

出して 来た。 

固 唾 を 呑まざる を 得なかった。 何が 箱から 出る だろ 



る小壺 であった。 焼に も 変った 所がない。 ただし 厳重 

に 蓋が 冠せ てあつて、 取ろうと しても なかなか 取れな 

ヽ o 

レ 

「つまらね えな あ。 虻 蜂 とらず だ」 

小言 を 云いながら 振って 見た が、 中には 何にも 入つ 

ていないと 見え、 コ トリと も 音 はしなかった。 

二世 一 代の 失敗 かな。 友 蔵 親分 丸損 かな。 ほんと に 

ほんと に 莫迦に してい やがら」 

しかし どんなに 悪口 を 云っても、 それに 答える もの 

さえない。 自分自身が 悪口 を 云い、 自分自身が 聞く ば 

かりであった。 



かに 隣 部屋へ 引返した。 

友 蔵 は 勿論 知らなかった。 しかし 翌日 発見した。 発 

見 はした が 驚かなかった。 「へん、 間抜けな 泥棒め、 盗 

む ものに 事 を かき、 あんなつ まらね え 物 を 盗み やが つ 

た」 

それで、 却って サ バサバ して、 江戸 を さして 引返し 

て 行った。 

7 
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ここ は 深 川の 木賃宿で ある。 香具師の 親方の 「釜 無 



え？」 こう 不思議 そうに 銅 助 は 訊いた。 姦悪の 相の 持 

主で、 文に 負けない 悪党ら しかった。 

「そいつ ァ俺 にも 解ら ねえ」 文 は 渋面 を 作った が、 「福 

の 神 だとい うこと だ。 とにかく こいつ を 持って いると、 

いい 目が 出る という こと だ …… これ はな、 伝説に よる 

時 は、 支那から 渡った もの だそう な。 甲府 のお 城に 

あった もの さ。 元禄 時代の 将軍家、 館 林の 綱吉 様が、 

ある 時お 手に入れられた 所、 間もなく 江戸 城お 乗 込み、 

将軍職に 就かれた そうだ。 そのお 気に入りの 柳 沢 侯 

〔# 「侯」 は 底本で は 「候」 r 最初 は微祿 であられた 所が、 

この 壺を 借りた その 日から、 トン トン 拍子に 出世され 



きょ もとえんだ ゆう 

即ち 清元延 太夫で ある。 もとが 立派な 旗本で、 芸風 

に 非常な 気品が あった。 それが 上流に 愛されて、 豊か 

な 生活 をす る ことが 出来た。 

きけん ふ ご う はや 

貴顕 富豪 に 持て 離され、 引っ張 リ ffl の 有様であった。 

勝 海 舟 は 風流 人で、 茶屋の 女将 や 相撲 取 や 諸芸 人 を 

ひ いき 

貝頭属 にした。 

そこで、 延 太夫の 小 堀義哉 も、 よく 屋敷へ 招かれた。 



8 
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えんだ ゆう いつも 

ある 日延 太夫 は 常時の ように、 海 舟の 屋敷に 招かれ 



た。 

「時に 先生、 不思議な ことがあります」 こう 云う と延 

太夫 は 懐中から 小さい 壺を 取り出した。 「実は 小石 川 

の 古道具屋で、 手に入れ たもので ございま すが、 奇怪 

な こと に は 深夜に なると、 音 を 発する の で 一 ，- ざ い ます _ 

それが、 しかも 音楽な ので。 …… 」 

「ほほう、 そいつ は 不思議 だな」 こう 云いながら 海 舟 

は、 小さい 壺を 手に 執った。 

「別に 変った 壺 でもない が」 

しょうこ どう 

すると 座に 居た 尚古 堂が 「拝見」 と 云って 受け取つ 

た。 



に 掛けられ ると、 松風の 音を立て るのと、 全く 同じで 

ございます。 .：：• が、 この 壺には 世に も 怪しい、 一 つ 

の 伝説が まつわって 居ります。 よろしければ お話し 致 

しましょう」 

「聞きたい もの だ、 話して くれ」 海 舟も延 太夫 も 膝 を 

進めた。 

「では、 お話し 致しましょう」 

尚古 堂 は 話し 出した。 

戦国時代の 物語で ある。 

-ケ る 

甲 州に は武 田家が 威 を 揮って いた。 その 頃 金 兵衛と 



いう 商人が あった。 いわゆる 今日の ブロ ー 力 ー であつ 

えいろ く こもろ 

た。 永禄四 年の 夏の ことで あつたが、 小 諸の 町へ 出よ 

あずま 

うとして、 四阿 山の 峠へ 差し かかった。 そうして 計ら 

さ こり 

ず も 道に 迷った。 と、 木の 陰に 四 五 人の 樵 夫が、 何 か 

わめ うち 

大声で 喚いて いた。 近寄って 見る と 彼らの 中に、 一人 

の 老人が 雑って いた。 檻褸を 纏った 乞食 風で はあった 

こうろ 1 つ 

が、 風貌 は 高朗と 気高かった。 その 老人が こんな こと 

を 云った。 

「ここに 小さな 壺が ある。 が、 普通の 壺 ではない。 

まかふしぎ 

摩訶不思議の 仙人 壺だ。 そうして 俺 は 仙人 だ、 噓 だと 

思うなら 見て いるが いい。 この 壺の 中へ 飛び込んで 見 



し 将軍 綱 吉侯は —— 大きな 声で は 云えません が、 奥方 

の 寝室の 中で 暗殺され、 つづいて 柳 沢 侯 は 失脚し まし 

た。 やはり この 壺は そういう 意味から 云う と、 悪運の 

壺 なので ございます」 〔# 「でございます」」 は 底本で は 「で 

ございます 匕 



家へ 帰って来た 延 太夫 は、 早速 女房のお 錦 を 呼んだ。 

そうして 勝 家での 話し をした。 

「恐ろしい 壷で ございます ことね。 で、 その 壺 はどう 



なさい ました」 

「伯爵 様が お壊しな された。 別に 変事 も 起らなかった。 

と ころで 地図 はどうした え？」 

「壺 に附 いていた 地図です ね。 .：：• ええ ここに ござい 

ます わ」 お 錦 は 手文庫から 取り出した。 

「こんな 物 は 焼いた 方が いい」 

延 太夫 は 火 をつ けた。 すると、 火熱に 暖められた 地 

おもて もんじ 

図の 面 へ 文字が 浮かんだ。 

そこで 急いで 火 を 吹き消した。 

こう 紙面に は 記されて あった。 

しきん とつ 

「紫 錦よ、 わし は 「爺つ あん」 だ。 これ はお 前への 遺 
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